
令和5年度モニタリングシート 【芸術文化会館】 

施設名

視点 No.
所管課
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

所管課
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

所管課
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

期末
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

1 B

施設管理担当1名の退
職があったが、短時間
のパート職員であった
ため、シフトを組み直
して対応している。

事業計画書に基づき、館長1名、主査1
名、主任2名、主事1名、管理運営8名、
舞台管理7名、施設管理6名、事業企画
業務2名を配置。
施設管理のパート職員1名が4月に退職
となったが、6名で管理に支障がないよ
うシフトを組み、運営を行った。

B

事業計画書に基づき、館長1名、主査1
名、主任2名、主事1名、管理運営8名、
舞台管理7名、施設管理6名、事業企画
業務2名を配置。
舞台管理1名が8月を以って退職し9月よ
り6名体制となったが、「フリーランス
技士」と契約するなどで補充し、舞台
の運営に支障の無いようシフトを組
み、対応した。

B

事業計画書に基づき、人員配置を行った。
()内は12月以降の休館中による業務縮小に
伴い人数も削減。
館長1名、（1名）
主査1名、（1名）
主任2名、（2名）
主事1名、（1名）
管理運営9名、（3名）
舞台管理6名、（4名）
施設管理7名、(1名）
事業企業務2名(2名）
舞台管理については11月の休館を見据え6
名配置となったが、引き続き「フリーラン
ス技士」と契約するなど補充を行い、舞台
に支障が無いよう対応した。

B

事業計画書に基づき、人員配置を行っ
た。
()内は12月以降の休館中による業務縮
小に伴い人数も削減。
館長1名、（1名）
主査1名、（1名）
主任2名、（2名）
主事1名、（0名）
管理運営9名、（4名）
舞台管理6名、（4名）
施設管理7名、(1名）

3 -
年度末の数値をもって
評価する。

設備点検実施回数は次のとおり。
　建物管理    　　1回
　空調・給排水　 18回
　昇降機等     　19回
　舞台設備   　　11回

-
年度末の数値をもって
評価する。

設備点検実施回数は次のとおり。
　建物管理    　　5回 （累計6回）
　空調・給排水　 20回 (累計38回）
　昇降機等     　21回（累計40回）
　舞台設備   　　 8回（累計19回）
 既に目標値を達成している点検もある
が、今後閉館前の10月までに目標を達
成する見込みである。

-
年度末の数値をもって
評価する。

設備点検実施回数は次のとおり休館前に目
標値をクリアした。
　建物管理    　　0回 （累計6回）
　空調・給排水　 5回 (累計44回）
　昇降機等     　14回（累計54回）
　舞台設備   　　 2回（累計21回）

B
大規模改修工事による休館の
ため、第4四半期は実績な
し。

左記のとおり既に実施済

管理業務の実施に係る固有の銀行口座を
開設しているか
【確認資料例：銀行口座】

4 B

協議に基づき、収入については施設ご
とに入金専用口座で受け入れ、支出に
ついては財団本体のメイン口座で一括
管理している。

B

八王子市との協議に基づき、収入につ
いては施設ごとに入金専用口座で受け
入れ、支出については財団本体のメイ
ン口座で一括管理している。

B

八王子市との協議に基づき、収入につ
いては施設ごとに入金専用口座で受け
入れ、支出については財団本体のメイ
ン口座で一括管理している。

B
ヒアリング後に通帳を確認し
たが、問題はなかった。

八王子市との協議に基づき、収入につ
いては施設ごとに入金専用口座で受け
入れ、支出については財団本体のメイ
ン口座で一括管理している。

資金の適正な管理と経理内容の明確化が
図られているか
【確認資料例：独立した会計帳簿】

5 B
資金は財団本体のメイン口座にて適正
に管理し、経理内容を明確にしてい
る。

B
資金は財団本体のメイン口座にて適正
に管理し、経理内容を明確にしてい
る。

B
資金は財団本体のメイン口座にて適正
に管理し、経理内容を明確にしてい
る。

B
資金は財団本体のメイン口座にて適正
に管理し、経理内容を明確にしてい
る。

利用料金、使用料の徴収は適正に行われ
ているか
【確認資料例：独立した会計帳簿・日
報、月報・使用料等収納（徴収）事務委
託契約書・銀行口座】

6 B

利用料金は設定した利用料金表に基づ
き、パレスシステムによりデータを集
計し、適正に徴収している。
なお、利用料金の取り扱いを市と協議
のうえ令和5年4月より利用日ベースか
ら収入日ベースに変更した。
キャッシュレス決済を導入し、4月8
件、5月10件、6月12件と順調に利用が
拡大している。

B

インボイスの対応については3館会議で
積極的に議論し、10月から施行可能と
した。予算資料として広くシステム会
社からヒアリングを行い、貸出しシス
テム更新についても検討し、比較表を
市に提出した。
また、市が導入したスマレジを活用
し、クレジットカード等の利用による
キャッシュレス決済の対応。7月17件、
8月14件、9月18件で合計49件となり第
一四半期より19件の増、順調に利用が
拡大している。
　　　　　　　　　　　（延79件）

B

利用料金は設定した利用料金表に基づ
き、パレスシステムによりデータを集
計し、適正に徴収している。
パレスの改修を行い、10月からのイン
ボイス制度に対応し、利用料金のほか
駐車場料金についても領収書を求めら
れる事が多く、登録ナンバーを記載し
た物を改めて発行した。

B

利用料金は設定した利用料金表に基づ
き、適正に徴収を行った。
8月のホール利用者の器具料金未収金に
ついても、利用後から督促を行ってい
たが、3月に入金がされた。

収支計画が適正
であること

収支計画が適正に執行されているか
【確認資料例：事業計画書（収支計
画）・事業報告書】

7 B

高騰している公共料金を踏まえ、支出
を抑制し適正に執行。（予算以上の高
騰はない。）また、事業報告について
は毎月市に報告している。

B

国の補助により電気料金の高騰が抑えられ
ていることもあり予算範囲内に収まってい
る。また、不要な電気の抑制など節電には
引き続き努め支出の抑制をし適正な執行に
努めている。また、事業報告等については
毎月八王子市に報告している。

B

予算執行は休館も見据えて計画的に
行った。また、11月の引越期間中は空
調の抑制やトイレの利用可能箇所を最
小限にするなど節電に努め光熱費の抑
制を行った。

B
予算執行を計画的に行った。特に12月
からは休館中のため、消耗品等抑制す
るように努めた。

業務を実施するにあたり、適切な人員配
置や育成がなされているか
【確認資料例：事業計画書（人員配置計
画）・事業報告書・研修報告書・実地調
査】

8 B

人員配置計画書に基づき適切な人員配
置を行った。
5月17日に財団の内部監査を行ったが、
監事への説明資料作成など、その準備
をプロパー全員で対応した。

B

人員配置計画書に基づき適切な人員配置を
行った。必要な研修として、「いちょう塾
多摩と八王子の発展史」、「全国劇場・音
楽堂等職員舞台技術研修会」、「J:COM八
王子バックステージツアー2023」及び「主
任研修」等職員のスキルアップに資する研
修に積極的に参加した。

B

人員配置計画書に基づき適切な人員配置を
行った。
また、①「交通安全研修」3名、②「立川
ステージガーデン体感型見学会」1名、③
「響き渡るわたし」5名、研修参加した。

B

人員配置計画書に基づき適切な人員配置を
行った。
また、①「ひらしん平塚文化芸術ホール見
学会参加」2名、②「サービス介助士フォ
ローアップセミナー受講」1名、③「情報
セキュリティ研修」3名、④「会計担当者
研修（公益法人制度研修）」1名、⑤「第
二種 電気工事士合格指導講座 本科コース
㈱ユーキャン」1名研修参加した。
⑤については、来年度中の資格取得のため
通信教育の受講を開始した。

給与の支出が適切に行われているか
【確認資料例：給与規程・賃金台帳】 9 B

給与の支出は給与規程に基づき適切に
行っている。

B
給与の支出は給与規程に基づき適切に
行っている。

B
給与の支出は給与規程に基づき適切に
行っている。

B
給与の支出は給与規程に基づき適切に
行っている。

事業計画書に記載の有資格者数を確保。以下の
とおりの人員を配置した。
()内は12月以降の休館中による業務縮小に伴い
人数も削減。
・舞台機構調整技能者1級 1名、（1名）
・照明技術者1級 1名
・音響技術技能3級 1名、（1名）
・玉掛技術者 1名、（1名）
・甲種防火管理者 2名、（1名）
・上級救命技能認定者（消防）2名、（2名）
・職長・安全衛生責任者教育修了者 3名
・自衛消防技術認定 7名、（6名）
・電気主任技術者 1名
・建築物環境衛生管理技術者（ビル管）3名、
（1名）
・サウンドレコーディング技術B　2名、（2名）
・乙種消防設備士6類　1名
・第一種消防設備点検資格者　1名
・第1・2種電気工事士　4名、（1名）
・危険物取扱乙4類　4名、（1名）
・ボイラー2級　5名〈1級1名含む〉、（1名）
・特別管理産業廃棄物管理責任者　1名
・第1種衛生管理者 1名、（1名）

B

事業計画書に記載の有資格者数を確保。以下の
とおりの人員を配置した。
()内は12月以降の休館中による業務縮小に伴い
人数も削減。
・舞台機構調整技能者1級 1名、（1名）
・照明技術者1級 1名
・音響技術技能3級 1名、（1名）
・玉掛技術者 1名、（1名）
・甲種防火管理者 2名、（1名）
・上級救命技能認定者（消防）2名、（2名）
・職長・安全衛生責任者教育修了者 3名
・自衛消防技術認定 7名、（6名）
・電気主任技術者 1名
・建築物環境衛生管理技術者（ビル管）3名、
（1名）
・サウンドレコーディング技術B　2名、（2名）
・乙種消防設備士6類　1名
・第一種消防設備点検資格者　1名
・第1・2種電気工事士　4名、（1名）
・危険物取扱乙4類　4名、（1名）
・ボイラー2級　5名〈1級1名含む〉、（1名）
・特別管理産業廃棄物管理責任者　1名
・第1種衛生管理者 1名、（1名）

B
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的

事業計画書に基づく人員の配置
【館長1名、主査1名、主任1名、主事2名、管理運営9名、
舞台管理7名、施設管理7名、事業企画業務2名】

設備点検実施回数
【建物管理5回、空調・給排水44回、昇降機等54回、舞台
設備21回】

定
性
的

団体の経営方針
が明確であり、
きちんとした経
理がされている
こと

管理運営がきち
んとできる職員
体制や研修体制
がとれているこ
と

事業計画書に
基づく有資格者
の配置

・舞台機構調整技能者1級 1名
・照明技術者1級 1名
・音響技術技能3級 1名
・玉掛技術者 1名
・甲種防火管理者 1名
・上級救命技能認定者（消防） 1名
・職長・安全衛生責任者教育修了者 1名
・自衛消防技術認定 6名
・電気主任技術者 1名
・建築物環境衛生管理技術者（ビル管） 1
名
・サウンドレコーディング技術B　1名
・乙種消防設備士6類　1名
・第一種消防設備点検資格者　1名
・第1・2種電気工事士　1名
・危険物取扱乙4類　1名
・ボイラー2級　1名
・特別管理産業廃棄物管理責任者　1名

評価項目

芸術文化会館（いちょうホール）
９月 １２月６月

2 A

事業計画に基づいた有
資格者の配置に加え、
施設の管理運営上、配
置が望ましい資格保有
者を確保して、安定し
た施設運営につなげて
いる。

事業計画書に記載の有資格者数を確保。以下の
とおりの人員を配置した。
・舞台機構調整技能者1級 1名
・照明技術者1級 1名
・音響技術技能3級 1名
・玉掛技術者 1名
・甲種防火管理者 2名
・上級救命技能認定者（消防）2名
・職長・安全衛生責任者教育修了者 3名
・自衛消防技術認定 7名
・電気主任技術者 1名
・建築物環境衛生管理技術者（ビル管）3名
・サウンドレコーディング技術B　2名
・乙種消防設備士6類　1名
・第一種消防設備点検資格者　1名
・第1・2種電気工事士　4名
・危険物取扱乙4類　4名
・ボイラー2級　5名（1級1名含む）
・特別管理産業廃棄物管理責任者　1名
・第1種衛生管理者 1名
各評価項目に該当しない、又は必要人員以上に
職員を配置することで改修前の体制を強化し
た。

A

事業計画に基づいた有
資格者の配置に加え、
施設の管理運営上、配
置が望ましい資格保有
者を確保して、安定し
た施設運営につなげて
いる。

事業計画書に記載の有資格者数を確保。以下の
とおりの人員を配置した。
・舞台機構調整技能者1級 1名
・照明技術者1級 1名
・音響技術技能3級 1名
・玉掛技術者 1名
・甲種防火管理者 2名
・上級救命技能認定者（消防）2名
・職長・安全衛生責任者教育修了者 3名
・自衛消防技術認定 7名
・電気主任技術者 1名
・建築物環境衛生管理技術者（ビル管）3名
・サウンドレコーディング技術B　2名
・乙種消防設備士6類　1名
・第一種消防設備点検資格者　1名
・第1・2種電気工事士　4名
・危険物取扱乙4類　4名
・ボイラー2級　5名（1級1名含む）
・特別管理産業廃棄物管理責任者　1名
・第1種衛生管理者 1名
各評価項目に該当しない、又は必要人員以上に
職員を配置することで改修前の体制を継続し
た。
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視点 No.
所管課
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

所管課
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

所管課
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

期末
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

評価項目

９月 １２月６月

事業者の経営状況が健全な状態であるか
【確認資料例：財務諸表・財務評価表】 10 B

11月以降、大規模改修工事に伴い休館
するため、特定規模電気事業者（PPS）
から電力を調達することができなかっ
た。引き続き、節電や節水等に努め、
支出を抑制した。

B

11月以降、大規模改修工事に伴い休館
するため、特定規模電気事業者（PPS）
から電力を調達することができなかっ
たが、節電や節水等に努め、引き続き
支出を抑制した。

B
12月より契約電力を660㎾から200㎾に
見直しを行うなど経営状況は健全にな
るよう努めている。

B
12月より契約電力を660㎾から200㎾に
見直しを行うなど経営状況は健全にな
るよう努めている。

業務の一括委託が行われていないか
【確認資料例：第三者への一部事務委託
に関する承諾書・事業報告書・実地調
査・会計帳簿】

11 B
「芸術文化会館の指定管理に関する基
本協定」第16条の規定に沿って適切に
対応している。

B
「芸術文化会館の指定管理に関する基
本協定」第16条の規定に沿って適切に
対応している。

B

「芸術文化会館の指定管理に関する基
本協定」第16条の規定に沿って適切に
対応している。また、10月18日に第三
者委託について追加協議を申請した

B
「芸術文化会館の指定管理に関する基
本協定」第16条の規定に沿って適切に
対応している。

12 B 6月12日に実施。 - 左記のとおり既に実施済 - 左記のとおり既に実施済み。 B
ヒアリング後に法令一覧の現
物を確認した。

6月12日に実施。

13 -
年度末の数値をもって
評価する。

臨時職員を含む対象者15名中、15名取
得済み。

-
年度末の数値をもって
評価する。

臨時職員を含む対象者15名中、15名取
得済み。(8月対象者1名が退職したた
め、現在は14人。）

-
年度末の数値をもって
評価する。

臨時職員を含む対象者14名中、14名取
得済み。
12月以降は対象者5名中、5名取得済
み。

A
臨時職員も含め、年間を通じ
て100％を維持した点を評価
したい。

臨時職員を含む対象者14名中、14名取
得済み。
12月以降は対象者5名中、5名取得済
み。

開館日数、開館時間は守られていたか
【確認資料例：条例、規則・日報、月
報・事業報告書】

14 B

開館日数　78日
開館時間　通常通り9時から22時まで開
館した。
また必要に応じてホール等の前延長希
望にも対応した。

B

開館日数　79日
開館時間　通常通り9時から22時まで開
館した。
また必要に応じホール等の前延長希望
にも対応した。

B

開館日数　26日(10月）
　　　　　24日（11月）
11/6～は休館中のため電話等のみ対応
　　　　　20日（12月）
12/1～は休館中のため子安市民セン
ター仮事務所での業務
開館時間　通常通り9時から22時まで開
館した。（11/6～は市へ協議のうえ、9
時～17時とした。）

B

開館日数　63日
　　　　　1月（20日）
          2月（21日）
　　　　　3月（22日）
休館中のため子安市民センター仮事務
所で業務を継続している。
市へ協議のうえ、受付日時　火～土曜
日、9時～17時15分とした。

減免の申請手続がなされた場合、適正に
処理されているか（※該当の場合）
【確認資料例：減免申請書・事業報告
書・減免申請に係る帳簿】

15 B
ヒアリングの際に申請
書を確認した。

減免団体取扱要領に基づき適正に処理
している。第1四半期では該当する申請
は1件だった。

B
ヒアリングの際に申請
書を確認した。

｢八王子市芸術文化会館条例施行規則｣
第7条に基づき適正に処理している。第
2四半期では該当する申請は2件だっ
た。

B

｢八王子市芸術文化会館条例施行規則｣
第7条に基づき適正に処理している。
第3四半期では該当する申請は0件だっ
た。

B
｢八王子市芸術文化会館条例施行規則｣
第7条に基づき適正に処理を行った。
累計3件

文書の管理・保存が適切に行われている
か。また、大規模改修にともなう文書・
書庫類の引越等の管理が適切に行われて
いるか。【確認資料例：ファイル基準表
（なければそれに準ずるもの）・実地調
査】

16 B

会館運営業務文書一覧表及びファイル
基準表に基づき、適切に管理してい
る。大規模改修工事に伴う引越にあた
り、市と調整をしながら書類及び備品
等の確認をしている。

B
会館運営業務文書一覧表及びファイル
基準表に基づき、適切に管理をしてい
る。

B

会館運営業務文書一覧表及びファイル
基準表に基づき、大規模改修に伴う引
越しの際にも保管年数にも注意しなが
ら北野清掃工場での一時保管も含め適
切に対応した。

B

大規模改修工事期間中、事務
所を子安市民センターに移転
するが、移転先でも文書を適
切に保管していることを確認
した。

会館運営業務文書一覧表及びファイル
基準表に基づき、適切に管理をしてい
る。

修繕等、施設保全が適切に行われている
か【確認資料例：事業報告書・実地調
査】

17 A

大規模改修を目前に控
えた状況と利用者から
の要望を考慮し、様々
な方法を検討のうえ要
望に応えた。比較的安
価に対応することがで
きたとのことで、積極
的に取り組んだ成果を
評価したい。

兼ねてから課題となっていた楽屋の
シャワーの温水使用について、ボイ
ラーの改修が必要で数千万円もの経費
がかかることから、大規模改修まで見
送ることとしていた。一方、利用者か
らの強い要望を踏まえ、ボイラー改修
以外の方法を何度も検討してきた結
果、既存の配管に給湯器を仮設するこ
とで対応可能とわかり、修繕のうえ、
温水シャワーを提供することができ
た。

B

大規模改修直前であっても、利用者の
ニーズ等に応えるべく不具合箇所の修
繕を適切に行なっている。特に空調関
係（冷温水機）については頻繁に異常
が見受けられ、今夏の異常気象を凌ぐ
べく対応に追われたが、利用者から体
調不良者が出ることなく安全に利用い
ただくことが出来た。引き続き現場と
調整をしながら対応する。

B

大規模改修直前であったが、舞台音響
設備、ミラーボール修繕等ホール利用
への支障が無いよう修繕を行い、舞台
上での演出等、利用者の要望に応える
ことが出来た。

A

利用者の声を受け、足場の不
安定さを改善する修繕を行っ
た。茶室の美観や雰囲気を損
なわないよう配慮しつつ、フ
ラット部分を増やすことで車
いすでの利用が可能となっ
た。バリアフリー化を進めた
ことを積極的に評価したい。

茶室露地舗装修繕の実施
　茶室の飛石は自然で不正形な石を配
置していたが、足場の不安定さで足首
の捻挫を危惧する意見があり茶道連盟
と協議し更に車椅子でも庭までは入れ
るバリアフリー空間に改修することと
した。市の建築課、工事会社の同意及
び設計事務所の簡易図面作成の協力を
得て指定管理料で修繕することができ
た。

備品の管理が適切に行われているか。ま
た、大規模改修に伴う備品の引越等の管
理及び再開時に向けた更新備品の提案が
なされているか。【確認資料例：備品台
帳・実地調査】

18 B

引き続き備品の清掃や除菌、破損箇所
の修繕などを実施。また、お客様の声
を聴きながら定期的な職員による点検
作業を行うなどの管理を実施した。
大規模改修後の諸室のレイアウトやそ
れに伴う備品について専門業者と打合
せを重ねた。

B

コロナウィルスが1類から5類へと引き
下げられたものの、インフルエンザも
例年より早く流行しており、感染対策
は重要であることから、備品清掃や除
菌を継続実施し感染対策を行ってい
る。
また、お客様の声を聴きながら定期的
な職員の点検作業により破損箇所(貸出
机の使える足と机の板の組み替えを自
前で行った)等適宜修繕を適宜行った。
事務所引越に関する内容については引
き続き市及び専門業者と打合せを重ね
た。

B

引き続き備品清掃や除菌を継続実施し
感染対策を行った。
また、大規模改修に伴い経年劣化によ
る破損や不良が目立つ物などは廃棄
し、その他備品については再開後に向
けて管理を行っている。

B

買い替えが必要な備品の選定
について、今後、リストアッ
プし、市に提案する予定であ
る。

大規模改修工事期間中、特に管理の必
要な備品については、専門業者による
管理を依頼し、その他備品についても
定期的にチェックに向かい状態を把握
した。

利用者満足度
総合的な満足度　98.5％
（“大いに満足”と“満足”の合計） 19 -

7月からの調査実施に向け調整、準備を
している。

-

7月から9月までを調査実施期間とし各
施設のサンプル数を回収した。集計が
まとまり次第報告する。第3四半期のモ
ニタリングにて発表する。

A

前年度に引き続き、高
い水準を維持し、目標
を達成した。窓口対応
や清掃の面で良い評価
を得ており。積極的に
評価したい。

7月から10月まで実施。
総合的な満足度99.4％
（大いに満足45.0％、満足54.4％）
目標値を上回った。
施設の清掃、窓口の迅速な対応等称賛
のお言葉を頂いた。

A

極めて高い水準で目標を達成
したことを積極的に評価した
い。窓口職員の対応だけでな
く、施設の清掃についても利
用者から評価されているとの
報告があった。

左記のとおり既に実施済

20 -
年度末の数値をもって
評価する。

4月 2回　43名
5月 3回　86名
6月 3回　124名
計8回　253名

-

7月 3回　96名
8月 2回　80名
9月 3回　142名
計8回　318名
　　　　　　累計　16回　571名

-

10月 6回（1日2回開催）361名
累計　22回　932名
11月からの休館に伴いロビーコンサー
トが一時中断となり、出演のニーズや
毎週来られる観客の方からの惜しむ声
に応え10月は1日2回の公演を行い、好
評を得た。

B

目標を達成したことは評価す
るが、期末評価をAとする基
準には満たないためB評価と
する。

左記のとおり既に実施済

施
設
の
運
営
に
お
い
て
公
共
性
、
公
平
性
、
公
正
性
が
図
ら
れ
て
い
る
か

定
性
的

施設の公共性、
公平性について
継続性が保たれ
ているか

施
設
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
、
利
用
者
の
増
加
等
を
図
る
方
策
が
図
ら
れ
て
い
る
か

定
量
的

ロビーコンサートの開催　20回

施
設
の
運
営
に
お
い
て
公
共
性
、
公
平
性
、
公
正
性
が
図
ら
れ
て
い

る
か

定
量
的

業務に関連する法令一覧の更新回数
【1回／年】

サービス介助士 取得率100％ （貸館業務10名、舞台管理
業務5名）臨時職員については、基礎講習受講者も含む

定
性
的

利用者が公平に
施設利用ができ
るよう、配慮さ
れていること

施
設
の
管
理
・
運
営
を
安
定
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
か

定
性
的

施設の管理運営
を安定して行う
能力を有してい
るか
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視点 No.
所管課
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

所管課
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

所管課
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

期末
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

評価項目

９月 １２月６月

21 -

事業実施後に評価す
る。舞台スタッフも含
め、企画内容を検討し
ており、どのような内
容となるか、実施を楽
しみにしたい。

バックステージツアーは8月13日に開催
予定で準備している。事業規模を大き
く拡大し募集人員は40名×2公演と設定
した。教育委員会の後援を得て、校長
会で趣旨を説明した上で各小学校に募
集チラシを配布した。

A

演出などの企画内容に
ついてよく検討してお
り、参加者からも好評
だった。また、効果的
な周知を図ることで、
当初の予定よりも参加
者増となった。積極的
に評価したい。

8月13日、バックステージツアーの参加
者は162名。保護者や弟妹の参加も受け
入れ目標人員より120名増となった。
舞台スタッフの演出は好評で「次回開
催への期待の声」が寄せられた。募集
にあたり、小学校長会や各校への協力
が得られた事は、これまでの小学校対
象の芸術文化、大学連携及びスポーツ
事業での蓄積が信頼につながっている
ものと自負する。

- 8月13日に実施済 A

バックステージツアーの実施
にあたり、内容をよく検討し
ており、参加者からも好評
だった。また、効果的な周知
により、当初の予定より多く
の参加者を得たことは積極的
に評価したい。
次年度の開催は、施設の再開
時期の兼ね合いから、現時点
では未定とのこと。

8月13日に実施済

定
性
的

利用者からの苦
情処理の体制が
とれていること

利用者等からの相談及び苦情に適切に対
応しているか。【確認資料例：相談、苦
情をまとめた整理帳簿】

22 B

「お客様の声対応システム」により適
切にかつ迅速に対応している。実績は
月次報告のなかで市に報告している。
　要望3件、謝辞14件

B

「お客様の声対応システム」により適
切かつ迅速に対応をしている。実績に
ついては月次報告の中で八王子市に報
告をしている。
　　要望2件、謝辞19件、苦情3件
　※苦情内容は改修工事にて解決す
る。
　　（トイレの増設・洋式化）

B

「お客様の声対応システム」により適
切かつ迅速に対応をしている。実績に
ついては月次報告の中で八王子市に報
告をしている。
　　謝辞16件、苦情2件
※苦情の内容は、①スタインウェイピアノ
調律ミスについて間に入っての調整、②舞
台スタッフのマイクスイッチミスに、館
長・主査で対応しお詫びをしてご理解頂く
ことが出来た。

B
休館中であっても、問い合わ
せの電話が入っており、随時
対応している。

「お客様の声対応システム」により適
切かつ迅速に対応をしている。実績に
ついては月次報告の中で八王子市に報
告をしている。

定
量
的

23 -
年度末の数値をもって
評価する。

第1四半期管理経費支出額
　32,987,220円

-
年度末の数値をもって
評価する。

第2四半期管理経費支出額
　24,001,471円
　累計56,988,691円

-
年度末の数値をもって
評価する。

第3四半期管理経費支出額
　17,174,918円
　累計74,163,609円

A
目標を120％以上の数値で達
成したことから、期末評価を
Aとする。

第4四半期管理経費支出額
　2,431,543円
　累計76,595,152円

定
量
的

24 -

年度末の数値をもって
評価する。
キャッシュレス決済
は、企業の施設利用の
際に使われることが多
いとの報告があった。

第1四半期利用料金収入額
　30,084,800円
・内、令和4年度中に入金した令和5年
度利用料金10,819,980円
・キャッシュレスによる支払利用件数
が30件あり、導入効果が認められる。

-
年度末の数値をもって
評価する。

第2四半期利用料金額(収入日ベース)
　20,666,880円
　　　　　　累計50,751,680円
・内、キャッシュレスによる支払い利
用件数は49件、第一四半期より19件の
増、導入効果が認められる。累計79件

-
年度末の数値をもって
評価する。

第3四半期利用料金額(収入日ベース)
　7,407,980円
　　　　　　累計58,159,660円
施設利用料金
　48,627,160円（予算比99.7％）
駐車場料金
 　9,532,500円（予算比66.9％）

B

第4四半期利用料金額(収入日ベース)
0円　累計58,159,660円
施設利用料金
　累計48,627,160円（予算比99.7％）
駐車場料金
 　累計9,532,500円（予算比66.9％）

ホール 80％以上 25 -
年度末の数値をもって
評価する。

81.6％
（利用可能日数136日、利用日数111
日）

-
年度末の数値をもって
評価する。

89.9％
（利用可能日数148日、利用日数133
日）
累計85.9％
利用可能日数284日、利用日数244日

-
年度末の数値をもって
評価する。

100.0％
（利用可能日数57日、利用日数57日）
累計88.3％
利用可能日数341日、利用日数301日

B

目標を達成したことは評価す
るが、期末評価をAとする基
準には満たないためB評価と
する。

累計88.3％
利用可能日数341日、利用日数301日

練習室、会議室、展示室
65％以上 26 -

年度末の数値をもって
評価する。

65.5％
（利用可能日数702日、利用日数460
日）

-
年度末の数値をもって
評価する。

79.4％
（利用可能日数632日、利用日数502
日）
累計72.1％
利用可能日数1,334日、利用日数962日

-
年度末の数値をもって
評価する。

86.4％
（利用可能日数264日、利用日数203
日）
累計69.5％
利用可能日数1677日、利用日数1165日

B

目標を達成したことは評価す
るが、期末評価をAとする基
準には満たないためB評価と
する。

累計69.5％
利用可能日数1677日、利用日数1165日

創作室、茶室
60％以上 27 -

年度末の数値をもって
評価する。

59.0％
（利用可能日数234日、利用日数138
日）

-
年度末の数値をもって
評価する。

60.8％
（利用可能日数237日、利用日数144
日）
累計59.9％
利用可能日数471日、利用日数282日

-
年度末の数値をもって
評価する。

66.7％
（利用可能日数87日、利用日数58日）
累計60.9％
利用可能日数558日、利用日数340日

B

目標を達成したことは評価す
るが、期末評価をAとする基
準には満たないためB評価と
する。

累計60.9％
利用可能日数558日、利用日数340日

28 -
年度末の数値をもって
評価する。

6/3.4
 車人形三座競演　計831人
6/17
 森麻季＆錦織健デュオリサイタル
 636人

-
年度末の数値をもって
評価する。

7/1　松竹大歌舞伎　　469人
8/1　8人の王子たち　第8楽章！
　　　　　　　　　　　　　241人
9/3　村治佳織ギターリサイタル
　　　～ギター・オリジナル名曲選&
　　　　　シネマ名曲選　　760人
9/27　春風亭小朝　独演会　635人

-
年度末の数値をもって
評価する。

10/1　八王子ユースオーケストラ
　　　　第6回演奏会　387人
10/4　王子の授業第2回　16人

A
目標を120％以上の数値で達
成したことから、期末評価を
Aとする。

年4件の鑑賞事業を予定していたが、4
件事業を加え合計8件実施した。

29 -
年度末の数値をもって
評価する。

初心者のためのいけ花教室
　　　　　　　6回141人参加
ユースオケワークショップ（WS）
　　　　　　　11回203人参加
演劇ネットワークぱちぱちWS
　　　　　　　9回190人参加
5/14 王子の授業　36人

-
年度末の数値をもって
評価する。

初心者のためのいけ花教室
　　　　　　　6回166人参加
ユースオケワークショップ（WS）
　　　　　　　5回 87人参加
                 241人
演劇ネットワークぱちぱちWS
　　　　　　　11回361人参加
3件

-
年度末の数値をもって
評価する。

　
ユースオケワークショップ（WS）
　　　　　　　14回 250人参加
演劇ネットワークぱちぱちWS
　　　　　　　14回353人参加
10/4　王子の授業第2回　16人
3件

A
目標を120％以上の数値で達
成したことから、期末評価を
Aとする。

初心者のためのいけ花教室
　　　　　　　6回108人参加
ユースオケワークショップ（WS）
　　　　　　　14回249人参加
演劇ネットワークぱちぱちWS
　　　　　　　45回1,869人参加
3/12　王子の授業　54人
4件

資源の有効活用
など環境に配慮
した管理運営が
されていること

「環境にやさしい八王子市役所エコアク
ションプラン」及び「八王子市役所環境
マネジメントシステム」に基づく、環境
に配慮した管理・運営が行われているか
【ヒアリング等で確認】

31 B

昨年度試験的に実施
し、一定の効果があっ
た遮熱シートの取組
を、本年度も継続する
こととした。今後の効
果に期待したい。

5月、大ホール正面右手の全面ガラスに
ついて、取付具の確認を行い引き続き
遮熱対策を継続したところ、シートの
表と裏の温度差は8～10℃あることが確
認された。

B

昨年度試験的に実施
し、一定の効果があっ
た遮熱シートは引き続
き配置しているとのこ
と。

防災センター職員が室温について常に
細やかな室温管理を徹底している。利
用のない施設を確認し対応しているこ
とで、利用率は増えているものの節電
に繋がった。

B
備品を再利用するとい
う視点で管理を行って
いる。

劣化の目立つ長机について、天板と脚
部分を一度分離し、それぞれ使用可能
な部分を組み合わせ再度形成し、再利
用することによりゴミの減量化、SDGS
に取り組んだ。
引越し期間中はトイレの使用可能箇所
の限定や、作業箇所以外の消灯等節電
にも務めた

A

大規模改修工事で発生した石
板を再利用して、茶室の足場
改修に活用した。美観を損な
うことなく安全性を高め、か
つ廃棄物の削減にもつなげ
た。積極的な環境配慮の取組
を評価したい。

　NO.17の茶室露地舗装修繕の材料につい
て、今回の改修工事中正面玄関前舗装工事
で発生する石板再利用案を提案し、建築
課・設計事務所・工事会社の同意協力を得
ることができ廃材の削減につながった。

　間借りしている子安市民センターで事務
エリアに直射日光が入り熱くなることが分
かったため、遮熱カーテンを新たに取付
け、熱量とＵＶのカット、及び寒い時の冷
気遮断による保温効果を得ることができ
た。
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指定管理事業：市民参加型事業実施件数　3件/年
・八王子ユースオーケストラ公演
・八王子ユースシアター
・いけばな教室

定
性
的

本市の文化芸術
振興に向けた管
理運営がなされ
ていること

「八王子市文化芸術振興条例」及び「八
王子市文化芸術ビジョン」に基づき、文
化芸術の振興に向けた管理運営が行われ
ているか
【ヒアリング等で確認】

大規模改修工事に伴う
休館中においても、事
業を継続できるよう、
近隣の寺院や商業施設
などと調整し、会場の
確保を図った。文化芸
術ビジョンの「そだて
る」、「とどける」に
資する取組であり、評
価したい。

A

施
設
の
効
率
的
な
管
理
・
運
営
が
行
わ

れ
、
経
費
の
節
減
が
図
ら
れ
て
い
る
か

管理経費(人件費、修繕費を除く)の支出額　収支計画以下
　【106,946千円以下】

利用料金収入 収支計画以上
　【63,034千円（キャンセル料は除く）】

施設の日数
利用率

指定管理事業：鑑賞事業実施件数　4件/年

定
量
的

A

ロビーコンサートは、オク
トーレとの調整の結果、次年
度、6～12月の間に毎月1回実
施することとなった。
大規模改修工事による休館期
間中でも、茶道教室やロビー
コンサートを継続できるよう
関係機関と様々調整し、文化
芸術の振興に努めている点
を、積極的に評価したい。

左記に列記のとおり、いけばな教室・
茶道教室の休館中の活動場所である禅
東院普門殿にて各教室とも1月より計6
回開催し、順調なスタートが切れた。
ロビーコンサートは、駅前のオクトー
レでの6月開催の出演者をホームページ
で募集を行ったところ3組決定し、出演
時間、曲目等の調整を開始した。

A

大規模改修工事に伴う
休館中においても、事
業を継続できるよう、
近隣の商業施設と調整
し、ロビーコンサート
の会場確保を図った。
文化芸術ビジョンの
「そだてる」、「とど
ける」に資する取組で
あり、評価したい。

A

ロビーコンサートにつ
いて、出演希望者が多
く、また、来場者から
の休止を惜しむ声を受
けて実施回数を増やし
て対応した。ロビーコ
ンサートが市民に浸透
している表れであり、
文化芸術ビジョンの
「そだてる」、「とど
ける」に資する取組と
して評価したい。

いけ花教室、茶道教室について、休館
中は活動場所がなくなるため休止する
ことも考えたが、近隣の代替場所を交
渉したところ、禅東院から場所の提供
について検討するとの回答を得た。ま
た、ロビーコンサートも出場希望者が
絶えないことを踏まえ、ピアノを設置
している駅前の商業施設と交渉し、ア
ウトリーチでの継続が可能となった。
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定
量
的

バックステージツアー年1回開催
　参加者数　40名

30

左記に列記のとおり、いけばな教室・
茶道教室の休館中の活動場所に一部道
具の移動を行い1月からの実施に備え
た。
ロビーコンサートは、駅前のオクトー
レでの開催に向け、運営会社への開催
許可、開催日時（月1回土曜日3回公
演）の決定を行いアウトリーチによる
事業継続が出来るよう調整を行った。
また、10月に行ったロビーコンサート
については、出演希望者が多数だった
事や来場者からの惜しむ声があったた
め、1日の公演回数を2回に増やし3日間
計6回公演で361名の来場があり、休館
情報も伝える事ができた。

左記に列記のとおり、いけばな教室・
茶道教室の休館中の活動場所について
調整し、禅東院が受け入れ可となり、
事業の継続が可能となった。
ロビーコンサートは、駅前の商業施設
などで実施をする。実施日は毎週では
ないが、土曜日に参加組数を増やすこ
とで長い時間の実施とする。アウト
リーチによる事業継続が充実した内容
と出来るよう引続き調整を行う。

3/4
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視点 No.
所管課
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

所管課
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

所管課
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

期末
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

評価項目

９月 １２月６月

32 B

5月12日に実施した。
施設利用を申し込んでいる団体に案内
を送付し、参加を呼びかけ、主催者も
避難誘導をするという意識を持ってい
ただけるよう説明を行った。参加者の
安心・安全に効果がある事業であっ
た。
　参加：7団体21名
アンケート結果　満足度100％
（大いに満足38％、満足62％）

B

左記のとおり実施済。
今年度の実施目標は達成。
引き続き、打合せや見学の都度、避難
誘導など協力をお願いした。

- 5月12日に実施済。 B 5月12日に実施済。

33 -
11月に実施を予定して
いる。

秋に実施予定。 -
11月に実施を予定して
いる。

年明け実施(予定）に変更
外部講師に依頼調整中(経営管理課）

-
2月に実施を予定して
いる。

2月8.22日に実施予定。
専門のデジタル推進室へ講師派遣依頼

B
2月8.22日に実施3名参加。
専門のデジタル推進室から講師派遣。

34 -
年度末の数値をもって
評価する。

訓練は実効性があり、災害時に安全か
つ速やかに対応出来るよう、職員の意
識向上を目指した内容を予定してい
る。
第1四半期での実施はなし。8月に第1回
目を予定している。

-
年度末の数値をもって
評価する。

8月1日に第1回目を実施
火災を想定し消火訓練を行った。(8名参
加）
消火器は実物を持運びし重さ等確認しなが
ら、また、訓練ホースを取り出し、火元ま
で伸ばして訓練を行った。

-
年度末の数値をもって
評価する。

10月11日に第2回目を実施
館内での火災を想定し通報訓練・避難誘導
訓練及び、消火設備の確認を行った。(9名
参加）

B 左記のとおり既に実施済

35 -
年度末の数値をもって
評価する。

職員24名中、対象となるのは24名。
6月30日現在AED資格取得率は100％。

-
年度末の数値をもって
評価する。

職員24名中、対象となるのは24名。
9月30日現在AED資格取得率は100％。
(8月末を以って職員1名が退職のた
　め、現在23名。)

-
年度末の数値をもって
評価する。

対象者23名全員が取得　100％
12月1日からは対象者4名全員が取得
100％
職員5名のうち、休職1名を除く4名を対
象としている。

B

対象者23名全員が取得　100％
12月1日からは対象者4名全員が取得
100％
職員5名のうち、休職1名を除く4名を対
象としている。

個人情報の取り
扱いが適切であ
ること

個人情報の適切な管理のため必要な措置
が講じられているか
【確認資料例：マニュアル・事業計画書
（事業計画）・事業報告書】

36 B
個人情報の安全管理実施要領に基づ
き、適切な管理を行っている。

B
個人情報の安全管理実施要領に基づ
き、適切な管理を行っている。

B
個人情報の安全管理実施要領に基づ
き、適切な管理を行っている。

B
事務所の移転先である子安市
民センターにおいても適切に
管理している。

個人情報の安全管理実施要領に基づ
き、適切な管理を行っている。

指定管理者が加入しなければならない保
険に加入しているか
【確認資料例：保険証券】

37 B
公立文化施設賠償責任保険及び公立文
化施設自主事業中止保険に加入してい
る。

B

公立文化施設賠償責任保険及び公立文
化施設自主事業中止保険に加入してい
る。(閉館中は一時解約をし年払いの残
額は返金となる。)

B

12月からは公立文化施設自主事業中止
保険を解約、公立文化施設賠償責任保
険は仮事務所である子安市民センター
での面積に変更した。

B
公立文化施設賠償責任保険及び公立文
化施設自主事業中止保険に加入してい
る。

事故や災害発生時の緊急時の対応が適正
に行われたか。また、適正に行えるよう
体制が整っているか。
【確認資料例：マニュアル・事業計画書
（事業計画）・事業報告書】

38 B
「事故報告システム」により適切に対
応している。実績は月次報告のなかで
市に報告している。

B

「事故報告システム」により適切に対
応している。実績は月次報告のなかで
市に報告している。今回の事故の一例
として、主催者が廊下を走り転倒、職
員がその場にいて声掛けをしたが本人
が何度も「大丈夫」と繰り返すことか
らその場にて対応は終わった。夕方窓
口に「痛い」旨の話しがあったが、今
回は館の過失にあたらないため適用外
と説明し理解を得られた。
また、検討課題については常に話し合
い(ミーティングでの情報共有)、内部
決裁を得て説明・貼紙(お客様の声)に
て対応している。

B
「事故報告システム」により適切に対
応している。実績は月次報告のなかで
市に報告している。

B
「事故報告システム」により適切に対応し
ている。実績は月次報告のなかで市に報告
している。

期末総合評価

所管課コメント

【施設の管理・運営を安定して行うことができるか】
施設の安定的な運営のための人員、有資格者の配置は、適切に行われており、利用料金の収受等も適正に行われていた。また、施設の大規模改修工事に向け、市、施工業者と連携を図り、適切な管理・運営に努めていた。
【施設の運営において公共性、公平性、公正性が図られているか】
開館日、開館時間は適正であり、管理運営に関する文書も適切に管理されていた。職員全員がサービス介助士の資格を保有し、様々な利用者に対応できるよう配慮していた。大規模改修工事に伴い、備品等を倉庫に移動することとなったが、移転作業や整理など、着実に実施していた。
【施設のサービス向上、利用者の増加等を図る方策が図られているか】
利用者満足度は高い水準を維持している。本年度初の取組であるバックステージツアーは、指定管理者独自の目線やノウハウを活かした企画内容で、参加者から好評だった。
【事業の達成目標が明確で、具体的な事業計画に基づいて事業が行なわれているか】
利用率は概ね高い水準にあり目標を達成した。また、ロビーコンサートや茶道教室など、様々な文化芸術事業を展開し、市民が文化芸術に触れる機会を提供した。
【個人情報保護管理及び危機管理が図られているか】
個人情報は適切に管理されていた。独自の取組として避難経路説明会を行い、利用者の危機管理意識を高めるとともに、職員の意識も高め、緊急時に対応できる体制を整えていた。
【総括】
開館から30年近く経過し、設備などの一部に経年劣化が見られるなか、大規模改修工事による休館を迎えるまで、適切な管理に努めていた。ロビーコンサートや初心者のためのいけ花教室など、文化芸術に触れる機会や新たに文化芸術活動を始める機会を提供し、市民文化の振興拠点としての役割
を果たしている。休館期間中は、指定管理者のスキルやノウハウを活かして、再開後の利用を見据えた準備を進めるとともに、改修後も広く市民に親しまれる文化施設となるよう、さらなる取組に期待したい。

緊急（防火・防
犯等）対応等危
機管理体制が取
られていること

個
人
情
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れ
て
い
る
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的
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利用者を対象とした「避難経路説明会」を実施
年1回実施

AED資格取得率　100％
（期中の新規採用者・休職中の職員等は除く）

防災・消防訓練の実施または参加回数
【2回／年】

B

個人情報保護関連研修(情報セキュリティ・マイナンバー
等)　への参加回数　　【1回／年】

4/4


